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＜大会校企画シンポジウム報告 2＞

ウェルビーイングとは 
―物質的・経済的豊かさを超えた個人化が進む 

現代社会において―

溝上慎一
桐蔭学園，桐蔭横浜大学

皆さん，こんにちは。桐蔭学園，桐蔭横浜大学の溝上と申します。今日は 30分という
短い時間なので，すみません，少し駆け足になりますけれども，ウェルビーイングは何か，
そこだけ話してほしいと言われていますので，そういうお話をいたします。今ちょっと本
を出そうとしているんですけれども，何でウェルビーイングをやっているかというのだけ
はちょっと最初にお話ししておきます。
私，この夏前にこういう『インサイドアウト思考―創造的思考から個性的な学習・ライ
フの構築へ―』という本を出したんですけど，私，もともと心理学・教育学の研究者で，
心理学では自己とかアイデンティティとか青年発達成育とかそういうのをずっとやってき
ている研究者なんですね。先ほど青山学長のお話の中でも自己と他者を尊敬する授業と
か，もうあれは私のど真ん中の研究テーマで，自己と他者ということをいわゆるライフに
つなげていくと，この近代社会の展開の中で非常に個性的なライフ。ライフと言ったほう
がいいと思うんですね。生活と人生という両方の言葉を片仮名でライフと私は呼んでいま
すけれども，そういう個性的なライフ。一人ひとりが，自分がどういう人生とか，どうい
う生活を歩んでいきたいのかということを考えざるを得ないし，与えてくれといっても与
えられない。そういう現代社会において突き詰めていったら，この本は思考の本なんです
けれども，その思考といったって，個性的なあなたの考えは何ですかとかそういうことを
やっぱり出さないといけないですね。それがライフにいろいろ関連してくる。その話を次
どこにつなげるかというときに，私はこの本の最後の結びを「次の本はウェルビーイング
なんです」と言って終ったんですね。そういうところの今出そうとしている本のところか
ら今日のお話を 30分設けるというふうに理解して聴いてください。
結局まず理解しておきたいことは，ウェルビーイング＝幸福・幸せではないという，こ
の考え方をどれぐらいとれるかということだと思います。これでたぶん日本で出ている多
くの本は 9割消えると思います。私，とても不満です。例えば OECDの Educationの
Learning Compassのこれが非常に参照されますけれども，その手前で 2013年のウェル
ビーイングガイドラインというのがありまして，そこではもう大体いろいろ理論的に取り
組んでいる方が見直しちゃって，日本の日本語でそれがあまり説かれてないことが不満で
すけれども，大体多くの論者はウェルビーイングというはハピネス以上の概念であるとい
うことを結構前置きします。その以上であるというのはどういう意味なのかということは
次に問われてくるわけですけども，例えばこれは OECD 2013年のガイドラインのペー
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パーのところで示されている概念図ですけれども，幸福というのは例えば人生の満足，感
情，エウダイモニア。エウダイモニアとは何かというのはちょっと置いておいて，こうい
うふうに大きく三つにウェルビーイングが分かれるというときの感情の一つである。それ
以外にウェルビーイングを指す今の指標がある。こういう形で幸福以上のものであるとい
うことを示しているわけですね。OECDも非常に参考にしているディエナーですね。サ
ブジェクティブ・ウェルビーイング。ディエナーもこういうふうに幸福をその一つに置い
て，あといろいろ置いています。
ですから，いずれにしても幸福である，幸せであるとか，それだけをもってウェルビー
イングと捉えているといろいろ，これはとても理論的・概念的に抽象度の高いところの概
念ですけれども，とても実践的な概念ですので，ここで皆さんがこれだけ関わりたくなっ
ているわけですね。ですから，山梨学院大学でもこうやって授業とか全体の教育の一つに
持ってくる。こういう概念ですから，捉え方を間違えると実践もどんどんいいかげんなも
のになっていく。そういうふうに理解できる言葉ですね。
皆さん，ウェルビーイングというときに，大体多くの人が今参照していくのは教育振興
基本計画の答申だと思います。これは皆さんの配付資料にありますので，下のポイントだ
けを見てまいりますけれども。まずこういうこと，いろいろ言われています。読み方を間
違えると非常に相対立するといいますか，場合によって矛盾しているように感じられる要
素がちりばめられています。言ってみたら何でもある。けれども，私の中では結構整合的
に通っています。あとはウェルビーイングって結局何なんだと，その捉え方によっていろ
いろばらばらに見えるものが，まとまって見えるか，ばらばらのままで感じられるかとい
うことですね。
まず一つは「身体的・精神的・社会的に良い状態」。これは先ほど成田先生がおっしゃっ
たWHOの憲章から来ていますね。1948年，WHO。だけど，実はウェルビーイングって
別にWHOが初めて使ったわけじゃなくて，いろいろな文献の表現ということで言って
いったら 1700年代～1900年ぐらいの間にも数十件認められます。イギリスの哲学者のロ
スという学者がいますけれども，アリストテレスの研究者で 1923年の英語で書かれたア
リストテレス解釈本みたいなのがあるんですけれども，1923年から第 5版ぐらいまで改
訂されている中で第 1版の 1923年ではアリストテレスのハピネスは何とかどうなんだっ
て幸福と英語で訳されていますけれども，1949年の第 5版ではウェルビーイングという
言葉を使っています。これはWHOとはたぶん関係がない。だから，そういうふうにアリ
ストテレスの，後で出ますけれども，『ニコマコス倫理学』という，エウダイモニアとか
幸福とか訳されているエウダイモニアの言葉を英語ではハピネスと呼んでいったんだけれ
ども，アリストテレスを研究しているロス先生はそれをハピネスでは理解できないと，こ
ういうふうにしてキーワードを変えてくるという，そういったこともあります。でも，い
ずれにしても一般的に「身体的・精神的・社会的に良い状態」ということがWHOで言わ
れているものを拾ってきていますね。
それから「日々の生活から人生までの幸福を対象とする」。幸福以上のものであるとい
うふうにやっぱり幸福は非常に中心的な概念で，先ほど私がライフと言ったように非常に
日常的な時間の短い日々ですね，生活，それから人生，そういうのを総称するものとして
扱われるので，ここは日々の生活から人生までとこういうふうに説明していきますね。間
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違っていないと思います。
それからここら辺は難しくなってくるところですね。「個人の良い状態だけでなく，地
域・社会の良い状態をも対象とする」。これは OECDの Education 2030から来ていますの
で，皆さん，よくご存じの OECDとはどういう機関かというのをよく理解する必要があ
ります。それは当然，いろいろな国の文化・社会に摩擦とか葛藤とかそういったものをい
ろいろ含めながら国際的な調和・秩序ということを目指していく国際機関ですので，そう
いう意味では地域社会の全体のいろいろなものを考えながらやっぱり社会をどう考えてい
くかというのが OECDの課題なんです。それから例えばエネルギーとか自然とか環境問
題，飢餓とか貧困とかそういったことも含めてやはりいろいろな国々の問題を国際社会的
に考えていく。だから，OECDがいろいろウェルビーイングを考えていくときに個人の
話だけでは済んだら良くないのは当たり前で，そこを社会に広げてくるわけですね。それ
を日本も，あるいは政府だけではなくて企業とかいろいろな団体も，どれぐらい意図して
いるか分からないけれども，この定義というか，考え方をそのまま受け継いでいる。こう
いうふうに考えていると思います。
もう一つは，これは教育振興基本計画の説明。結構ウェルビーイングの説明をしていま
すね，ページを取って。その中のポイントを挙げているんですが，そのうちのもう一つは
「主観的な良い状態を問題とするもの」。ここは結構難しくなってきますね。この後説明し
ますけれども，先ほどのページでいくと例えば，国際社会の紛争であったり，エネルギー
問題だったり，環境だったり，それを個人的な主観的な良い状態として捉えるというのは
大変なことです。自分の幸せや満足ということだったらそれは個人の話なので模索できま
すけれども，地球規模の問題，あるいは先ほどの青山学長の話みたいに学校のスクール
ウェルビーイングみたいな，そういったものを単なる個人の満足とか幸せを退けて，もう
一つ社会的なものとして感じられるかどうかというのはやっぱりかなり難しい問題です。
だけど，そこを含めていかないともう地球は OECD的に言ったら終わってしまいますよ
ね。だから，入れてくるのは当たり前。あとは私たちがそれをどういうふうに受け取って
実践につなげていくか，ここの考え方が言われるわけです。主観的と言うんだけれども，
この主観的のところが実はとても難しくなってくるところです。
それから教育振興基本計画は二つの大きなウェルビーイングの特徴を入れてきて，言っ
てみれば「日本社会に根ざした」というところは非常にインパクトある形で出されていま
すね。一つは，獲得的要素。自尊感情とか自己効力感につながる欧米的なウェルビーイン
グ。先ほど言っていた例えばセリグマンの PERMAとかリフの心理的ウェルビーイング
とかそういう，要は達成していくとか自己受容とか自己成長とか，私たちの他者との関係
性とか達成感とか，そういう自分が結構自立して達成していくような，そういう意味で自
分をいいぞと思っていくような，そういうのをここでは獲得的要素と呼んでいますけれど
も，セリグマンは先ほどの PERMAモデルとか， flourishingって隆盛と訳されたりします
けれども，こういうのをここで言う獲得的要素というのですね。
それから日本的なウェルビーイングがあるでしょうと言って出てきた今回の教育振興基
本計画の特徴が協調的要素というもので，欧米に比べての日本の特徴としての協調的自己
感，協調ですね。他者とのつながりとか関係性ということが日本独特に大事で，そういっ
たものを日本人の日本社会のウェルビーイングとして実現していくべきだと主張してい
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る。面白いですよね。主観的って自分でいろいろ感じていく幸せを目指せというのが基本
であるのに，いろいろ外から，ああだ，こうだ，こうあるべしと，いろいろくっつけてき
ているわけです。それをどういうふうに捉えるかというのがウェルビーイング論の難しい
ところです。でも，私の中ではいろいろ通っているのでもうちょっと説明していきますね。
もっとこの話をつなげていきますね。もうてんこ盛りです。
日本的なウェルビーイングですね。これから実際的どうやって進めていくかというとこ
ろで，教育振興基本計画はこういうところを話の最後に持ってきます。ポイントと書いて
あるところの例えば幸福感，学校や地域でのつながり，協働性，利他性，多様性への理解，
サポートを受けられる環境，社会貢献意識，自己肯定感，自己実現，心身の健康，安全・
安心な環境，いろいろなものが幸福というものに影響を及ぼしていくであろう，及ぼして
いくような学校とか社会をつくっていきましょうと。データを取ってエビデンスで検証し
てウェルビーイング社会をつくりましょうと。そんなの言われなくても分かっていますよ
と思いませんか。むしろウェルビーイングとか言わなくても，ここで左に書かれてあるも
のはずっと言われてきたことで，新しいことは何もないですよ。そうしたら新しくウェル
ビーイングという言葉を使わないといけない理由は何なのか。こういうふうに考えていく
のがウェルビーイング論の課題になっていきます。じゃあ，進めていきますね。
ウェルビーイングはなんでウェルビーイングと呼んでいくのか，なんでハピネスという
説明がありながらハピネスで理解されたり，それ以上のものであると私が説明したような
話になるのかということは，アリストテレスの『ニコマコス倫理学』の本で幸福論という
のがありますけれども，エウダイモニアとか幸福ということをずっと説いてきた思想史的
な二千年の歴史があって，それをずっとハピネス，ハピネスと英語では訳してきたからな
んですね。でも，そのハピネスということを論じる哲学のアリストテレス研究者が，1949
年，ロスという先生がウェルビーイングと置き換えた。いや，ハピネスは感情であって，
――ちょっと余計な話ですけど，アリストテレスは結構活動というのを非常に大事にし
て，日常の中でどう振る舞うかとかね。だから，アリストテレスの幸福というのは主観的
な幸福感情とかそんなことだけではなくて，そういうのがあるんだけれども，徳とか有徳
な人，例えば勇気があるとか，節度があるとか，他者に優しく振る舞えるとか，寛容であ
るとか，そういう社会の中でルールとか規範とか，こうあるべしみたいな，そういったこ
ともちゃんと内在化して，そういう社会人として振る舞うときに幸福という感情が持てる
と。すごく簡単に言ったらこういうことを言ってきたわけです。だから，アリストテレス
のエウダイモニアというのは，一つは道徳とかそういう徳のものとして分離して哲学の中
でも倫理学の中でも展開しているぐらいで。だから，クラウトという哲学者はこういう言
い方もしています。アリストテレス，幸福論とよく言われますけれども，私たち哲学者は
アリストテレスは幸福を論じてきたなんてちょっとも思っていないと，こんなことを論じ
ている文章だってあります。
やっぱり二千年の歴史を引っ張りますので，そういう意味では私たちが現代において必
要なウェルビーイングと相当するものに焦点を当てるためにちょっと切り離すという作業
は，私は思想史的，概念的，歴史的にあったんだろうというふうに思います。それが大体
1940年代～1960年代，そういうところで起こってきた。そして 80年代から OECDとか
がバーッと取り上げていって現在の着地に至ると。たぶんこういう説明が一般的なんだと
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思います。80年代にディエナーが先ほどの主観的ウェルビーイングの代表的研究者です
けれども，こういうふうに言っています。「人々が自身の人生をどのように考え感じるか
を尊重しなければならない。自身の人生。自分がどう考えるか。人々は専門家たちから自
分たちの人生についてあれこれ評価されることをいいとは思っていない。自分たちの考え
こそが大事なのだと思うようになったのである」。だから，彼らが主観的という言葉をウェ
ルビーイングの前に付ける理由というのは，やっぱりアリストテレス以来の思想史的な流
れの中で哲学者とか学者がこうあるべしみたいな。アリストテレス以外のウェルビーイン
グ論，ハピネス論というのは批判的だったりしますけれども，そういう外からこれ大事と
言われることをあまりにも受けた論文がありすぎていて，いやいや，そういうことじゃな
いんだと。まず一人ひとりが自分は一体どういう状態でいいと思うのか，幸せだと思うの
か，そこを問うていかないといけないというふうに，ここでサブジェクティブの重みが出
てくるわけです。それを OECDも拾っていく。
ただ，この流れをつくっていくと，今度は主観的に問うということはどういうことなの
かということが別途課題になってきて，ちょっとこれはウェルビーイング論から外れます
けれども，ちょっとせっかくだから皆さんに少しだけ言っておくと，例えばこれはディエ
ナーの先ほどの図ですけれども，やっぱり心理学者ですよね，ディエナー。だから，幸せ
という肯定的なベクトルでいい状態や感情をつくっていくというのは，否定感情をどうい
うふうに扱うかというのは，心理学ではずっとフロイトとか，あるいは精神分析とかそう
いう流れも踏まえて，結構否定的な状態をどういうふうに肯定とつなげていくのか。いや，
単なる否定的の反対が肯定ではないと思うんですね。例えば，否定の状態は残るんだけれ
ども，非常に自己受容が，これはセリグマンの PERMAも入ってきますね。受容して否
定的な状態は残るんだけれども，自分で肯定的なベクトルを伸ばしていく。こういうこと
だってあるわけで，だから単純に肯定的な感情を持つとかそんな話じゃなくて，否定的な
状態をどういうふうに自分として理解し見つけていって日常を営むかということは，心理
学では無茶苦茶大事なんですね。こういうのも入ってくる。だから，主観的と言った瞬間
いろいろな課題が加わっていって論が脹らんでいくというのはあります。
これは私の定義ですけれども，結局ウェルビーイングというのは感情から入るんじゃな
くて，私はライフの問題だというふうに思います。アリストテレス以来も活動ということ
をベースとした，徳が入るかは別としてエウダイモニア・幸福論というのも私は実はライ
フの問題。人がどう生きるかという問題を扱ってきたわけで，ウェルビーイングがライフ
の評価，もう尽きると思っています。これは私の評価と言っていますけれども，いろいろ
ものがあって総ざらいして眺めてもやっぱりこういうふうに言っていいんじゃないかとい
うふうに思います。ただ，ウェルビーイングの研究者はたくさんいて，みんなそれぞれの
定義を出してきますので，私はこういうふうに言いますという感じで皆さんにはお伝えし
ています。主観的ウェルビーイングでも，もう主観的とか言うような段階じゃありません
ので，もう戦後 50年，70年たっていますので，提言の中に私は主観的というのを入れて
います。
いろいろ水準，ここは結構後で出てきますので少しだけ説明しますが，やっぱりトップ
水準というのがあるんですよ。人というのは感情とかいろいろな状態を評価していくとき
に，なんかいろいろな，例えばここで言ったら，これは OECDの 2013年レポートの生活
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水準，人間関係，安全，健康，好きなことに取り組む時間，仕事，ちょっと加えますけど，
コミュニティの一員としてとか。こうやっていろいろな幸福についての自分の満足とか幸
せということを問うという，こういういわゆる個別的水準というのがあります。人は日常
生活を非常に具体的な領域の中で営んで，生を営んでいるのであって，まずはここが勝負
ですね。でも，ここだけだったら別にウェルビーイングなんて言う必要はありませんね。
問題はそういう個別のいろいろな幸せ・満足というのがありながら，他方で人はそれでも
いろいろなところで自分は頑張っていたり，駄目だったりするんだけど，全部引っくるめ
て今あなたは幸せですか，満足ですか，この一般的な水準，一般的に自分を問うというこ
とがあるわけですね。ここが非常にポイントになるところで，だから個別の話が今度は他
方で非常に抽象度を上げて一般的だけど，結局いろいろあるけど，あなたは今の自分でい
いと思うんですかという，そこを問うという，この二つの連動がウェルビーイング論には
とても大事になってくるわけです。
本当はいろいろな活動において自分の幸せということを問うだけだったら，例えば仕事
とか家族とか趣味とかこれぐらいだけかもしれないけれども，例えば OECDはコミュニ
ケーションの一員として，学校の一員として，地域の一員として，社会・会社の一員とし
て，こういうところであなたは幸せでもありますかみたいなことを問うていく。というこ
とが，ここでは課題になってきますね。社会的なウェルビーイングと呼んでいいと思いま
すが，だから個人だけでは，課題が，主観的ということだけだったら個人で完結する人は
結構多いんだけれども，いわゆる世の中のいろいろな課題をみんなで解決していく。
例えばこういうことだと思います。私のちょっとやっている例で言うと，今，小田急電
鉄の IFLATs (アイフラッツ)プロジェクトというウェルビーイングプロジェクトにちょっ
と参加しておりまして，そのうちの一つに倉吉市の地域創生というのがあります。ここで
ウェルビーイングの概念を入れて私はアドバイザーとして参加しています。簡単に言った
らこういうことです。こうやって倉吉市の関係者とか市役所の人とか地域の自治会の人と
か NPOの人たちの方々が集まって，研修を 3日間ぐらいするところの場面なんです。3
日間×2で 1カ月ぐらい空けてやるんです。
最初は倉吉市の地方創世の話をしないのです。まず自分の今の状態，自己理解というの
を徹底的に 3日間出して，自分は何が幸せなのかとか，自分は何を今不満なのか，ただそ
れだけを 3日間みんなで安全・安心という雰囲気の中で，ここはやっぱりファシリテー
ターの方はプロなのでいろいろカウンセリングマインドでやっていきます。3日間，自分
がすごい大事にしていることとか，今もっともっと課題にして頑張りたいこと，いっぱい
話して，みんなそうだよねって人としての交流をします。3日間終わるところで，さあ，
倉吉市が出てきましたか。出てこないです。出てこない。倉吉市を何とかしたいと思う人
たちの結構代表の人たちが集まってやっているセミナーでありながら，自分の幸せをいろ
いろ語って，倉吉市の地域創生はあまり出てこない。こういう感じですよ。
それはそれで，他方で 1カ月後に今度は倉吉市，何が課題か。いろいろある。いろいろ

ありますよ。そういうところにちょっと自分を入れてみるということをやって重ねていく
わけです。うまく意味付けられて，いや，倉吉市の発展は自分にとっても大事だという感
じで，わが事となっていけばOKだし，わが事とならなかったら，ただのお手伝いですね。
そういうところがつながるようなプロジェクトとして進んでいるというのがここでの一つ
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の見方です。
だから，さっきの図でいくと，まずトップから下ろしていったときにどこの次元が個人に

とって重要になったというのは人それぞれ。だから，まずはそこが大事。だけど，他方で
その一緒に住む組織，社会，地域社会，そういうものの発展を共に，同じそこに居住する
人たち，あるいは会社であれば一緒の社員とかメンバー組織であったら，やっぱり自分の
幸せの中に入れていくわけです。そういうことを 2段階でやっていくと思ってください。
先ほどの青山学長の話はなかなか面白くて，ウェルビーイング実現を目指す大学とか何
とかという言葉がありましたね。もう自己実現ですよ。これはもう私なんかは自己実現だ
と思って聴いていました。つまりウェルビーイングというのは 80年代からバーッと一般
の人たちに響いていくんだけれども，実はもう 60年代に結構それに近いほぼ同じ考えを，
皆さんもよく知っているアブラハム・マズロー，自己実現，欲求階層，ここで出てきてい
るんです。ウェルビーイングの理論の中でもマズローのつなげていく論理というのはちゃ
んとあります。60年代，皆さんご存じのようにこういうマズローの欲求階層，生理的欲
求というのは衣食住です。やっぱりここが充実していなかったら，自分がとか，欲求がと
か，なかなかならないですね。そこら辺が実現してきて，安全と安心，それから愛とか所属，
ちゃんとこういう自分の所属するコミュニティとかメンバーに認められているか，云々とか
ね。そして，そういうのが満たされる中で最後自分というのが立ち上がってくる。じゃあ，
自分は結局どこに向かいたいのかという自己実現ということが言われて，ウェルビーイング
がライフの問題や自己の問題というのはこういうところにもつながってきます。
結局もうこの時代の人たちって，別にマズローだけじゃなくてみんな言っているんです
よ。近代，日本で言ったら明治，あるいは明治の終わり大正ぐらいからバーッと近代化が
進んでいく中で非常に貧しかったわけですよ。もう物もない。そういう物質的・経済的な
いろいろな不足感とか貧困とかが本当に人々の生活を非常に席巻していて，そういうもの
がクリアしていったら人というのは幸せになれると，そういうふうに信じて近代化を進め
てきたと，こういうふうに大きく言えるわけですね。ところが，60年代ぐらいになって
きて豊かにはならないかもしれないけど，別にあした飢えるとか，1カ月後食べるものが
なくて不安だとか，そういうのはだいぶクリアしました。そういう衣食住とかマズローの
D認識とか欠乏欲求というのは，何か欠けていたら人として生存欲求とかそういうのが満
たされないとか，そういう状況はだいぶクリアしてきた。クリアしてくるんだけれども，
それで幸せだと感じられないというところからこういう論が出てくるわけです。
これに相当するのはマズローだけじゃなくて幾つもあるんです。幾つもある。皆さんに
よく伝わっているのはマズローです。だから，これを今ウェルビーイングと呼んでいると
言ったって全然おかしくないわけ。だから，WHOが身体的とか社会的とか。これじゃな
いです。これに言葉が置き換えられるわけですね。
だから，私たちは 60年代ぐらいにターンしているんですよ。その 60年代・80年代で
近代初期から進めてきた，やっぱり近代のものというのは幾つかあるんですけど，私たち
のライフというものに関わる非常に大きな個人化ですね。個人化というのは何かというの
は，非常に社会にただ従属する個人というのじゃなくて，その個人の，非常に簡単に言っ
たら選択肢ですね。はじめに挙げた職業選択とか居住地の選択とか，そういう自分がどう
ありたいかという，その個の継続というのをいろいろ社会が認めていく。個人がいろいろ
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個性的なライフというのをつくっていく中で社会と相互作用しながら，社会がまたインタ
ラクションの中で発展していく。それがここでいったん，真ん中，後期近代と呼ばれたり，
ポストモダンと呼ばれたりするわけですけれども，そういう近代の後半期に入っていっ
て，一層一層それは程度が増していく。
今，私，個人化を説明しましたけれども，すみません。こういうのはそうですね。自己
とかライフの個人化ということで日本語で一番よく説明されている一人は，片桐先生じゃ
ないかなと思います。『不安定な自己の社会学』という自己決定者としての社会学者です
けど，長らくおつき合いしてきた，いい先生ですけれども，そういうのを読まれたらいい
かな。私の先ほどの『インサイドアウト思考』というところにもこの話を書いていますの
で良かったら，もっともっと言葉で説明したのを聞きたいという人は読んでみてください。
でも，この図で説明すると結局，個人のいろいろな個性的な姿を抑制していたり，抑圧
していたりした社会カテゴリー，中間集団カテゴリーというのはあったわけですよ。それ
は右の図で言うと例えば家族。家族とはこうあるものだ。長男とかこうあるべきものだ。
例えばジェンダー，男とはこうだ，女はこうだとか。あるいは社会階層ですね。身分動け
ないとか，金があったらどうだとか，あの人は社会地位が高い。こういうような個人のい
ろいろな生き方とかつくっていく，個性的な生き方をつくっていくもの，言ってみたらあ
る意味抑制した縛りをしていた社会的カテゴリーというのが中間的にあって，それが一定
程度緩やかになってくるわけですね。これが近代なんですね。社会制度の実現が個人に向
けて開かれていく，多様化されていく。そういう中で左側の自己呈示です。自己呈示とい
うのはエリクソンのアンデンティティ。1960年代のマズローだけじゃないですよ。エリ
クソンだって，アイデンティティというのが，近代社会の中で非常に自己定義をしてやっ
ていかなきゃいけないというふうに言ったわけで。だから，先ほどマズローだけじゃない
ですよと言ったときには，私なんかはエリクソンを思い浮かべます。エリクソンの発達論
というのは，アイデンティティ論というのはこの話。個人化の話なんです。だから，学校
どうするの，行く，行かないの。仕事どこに就くの。こういうのが家族とかジェンダーと
か社会階層とか，そういうところに縛られることなく，あるいは縛られることがあるけれ
ども，経済的，とかいろいろなものが満たされれば個人で選べる社会になっていく。日本
で言ったら 1920年代～1960年代にかけてそういうものが，わーっと整備されていく。そ
ういう中で学校・職業・生き方・居住地域等々の自己呈示の多様性。これが自己選択と言
われるものですけれども，そういうのが開かれていく。
ところが，後期近代になってくると家族というものがどんどん崩れていく。ジェンダー
ですね。今はもう男と女以外のいい意味で LGBTQとか，自分の性に対しての認識という
ことを真面目に出していくことができます。そういうことを一つ一つ取っても職業だけで
も変わりますよね。だからそういう意味で自己定義，もうすごい凄まじい多様性になって
いて，そこを自分でいろいろそういう社会とカテゴリーと相互作用しながらつくっていか
ないと自己形成できないです。そこが今の難しさですね。
この話，実はキャリア教育，キャリア形成とほとんど同じ話でして，社会学とかではこ
ういった個人化とか，そして教育学・心理学では個性化とか個性的なライフ，そして全体
的にはウェルビーイングと呼んでいますけれども，学校教育の中ではキャリア教育，キャ
リア発達，キャリア形成と呼んでいるわけです。今みたいな自己呈示のますますの多様性



‒     ‒19

というものが進んでいる社会において日本最速長寿化が進んでいるわけですよね。皆さ
ん，ご存じの人生 100年時代。そういうものの中で結婚する・しないというのも個人のい
わゆる選択。子どもを持つ・持たない。結婚しなくたって子どもを持つ。もうぐじゃぐ
じゃですよ，ライフのイベントというのは。でも，そういうものを人生がこの延びまくっ
た中でやっぱりライフとしてつくっていかないと。例えば仕事を一つ職業選択と言ったっ
て，昔と違って職業選択した後のライフで，例えば仕事を決めたら家族を持って，子ども
を生んで，大体決まっていたし。皆さん，ご存じのように 1960年ぐらいの人生の平均寿
命って 60歳ぐらいですよ。1960年代の平均寿命が 60歳ですよ。そんな時代から今 100
年になって，60・65で定年とか仕事を終えてもあと 40年・30年あるという中で，しかも
これだけ自分を定義していく事項が増えて，さあ，一体あなたは何をもって自分の人生を
幸せだと見ていくんですか。そういうことが問われてウェルビーイング。そして，あなた
たち一人一人のウェルビーイングを考えるだけじゃ地球は終わりますので，組織も発展し
ないので。そしてこれだけ個人化が委ねられる社会になっていって，一人ひとりが勝手な
ことを，ただただ，私は，俺はこれがいいんだと言いすぎたら，協働型の社会も何もへっ
たくれもないですよね。だから，入れてくるのが OECDのこれですよね。だから，会社
だってそうですよ。
これだけ言って終わりますけれども，ウェルビーイングの生産性が高いってこんな理
論，これは乱暴だ。めちゃめちゃ乱暴ですよ。自尊感情とか自己肯定感というのは，子ど
もたちの学業達成とか頑張っている子たちに高いという，そういうのがあるじゃないです
か。だから，学校の中で自己肯定感は大事だってみんな言ってきた。それを受けて，例え
ばアメリカのカリフォルニア州の有名な 80年代の実験がありますけれども，もう自己肯
定感を高めるプロジェクトがあったわけです。すごいお金を投じて，子どもたちにとにか
くいろいろいいねと，肯定感を高めていくような取り組みをされました。3年ぐらいで終
わりました。なんでかと言ったら，自己肯定感が高いから学業達成とかいろいろ頑張るん
じゃなくて，結局，自己肯定感を高めるプロジェクトをやって，期待に反して生まれてき
たのがもうなんか甘える人とか，いろいろなものに対して言うことを聞かない。だって，
いろいろなことをやって，いいね，いいねって言ってきたわけですから，社会に求められ
るところを達してなくてもいろいろ褒めてきたわけです。そうしたら少しも言うことを聞
かない人たちがいろいろ出てきて，もうとにかくみんなと調和しない。そういう子どもが
たくさん生まれてきて，このプロジェクトはすぐ終わりました。これ，自尊感情神話と言
われて，自尊感情が最初にあると，――いろいろな活動や物事に対して一生懸命取り組ん
できた結果いろいろな人から認められて，いや，頑張ったねという形で自己評価，自己肯
定感が高まるんです。自己と他者の関係です。それが，他者が何もなくて，自己だけ褒め
ていて上げていったら，それはもう反社会的・非社会的な人たちがたくさん生まれるだ
け。それと同じことをウェルビーイングでやらないように考えないといけない。会社で
ウェルビーイングプロジェクトとか研修やって，自分の幸せを本気で考えて，「いや，こ
の会社でなかったら私は幸せ」となりますよ。いや，そういうのがいっぱい出てきている。
いやいや，2段階でやらないといけない。自分の幸せの中に会社はなかったかもしれない
けれども，今度それを加えて考えみる。
ちょっと駆け足になりましたけれども，以上です。どうもご清聴ありがとうございました。
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